
令
和
２
年
10
月
３
日
㊏
湯
浅
え
き
蔵
２
階
に
町

立
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

新
し
い
図
書
館
が
入
る
「
湯
浅
え
き
蔵
」
は
、
湯

浅
町
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
に
併
設
し
て
い
ま
す
。

１
階
に
は
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
観
光
案
案

内
所
）
、
湯
浅
町
商
工
会
、
２
階
に
町
立
図
書

館
、
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
３
階
は
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
30
席
、
15
席
、
30
席
の
３
部
屋
の
会
議
室

が
あ
り
、
一
部
屋
ず
つ
で
も
３
部
屋
ま
と
め
て

で
も
使
用
で
き
ま
す
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

１
３
５
席
あ
り
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
音
楽
発
表
会

な
ど
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湯
浅
え
き
蔵
は
、
図
書
館
を
利
用
す
る
方
や
、

貸
し
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
方
、
湯
浅
町
を
訪
れ

た
観
光
客
な
ど
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
方
が
訪
れ

る
、
湯
浅
町
の
新
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。

特 集

図書館職員のみなさん

図
書
館
へ

よ
う
こ
そ

3 令和２年10月



郷土資料コーナー 一般書コーナー 絵本コーナー

フロアーマップ

新
し
い
図
書
館
に
は
、絵
本
を
読
む
ス

ペ
ー
ス
・
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
・一
般
書
コ
ー

ナ
ー
・
湯
浅
町
の
歴
史
が
わ
か
る
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

交
流
す
る
こ
と
も
で
き
、落
ち
着
い
て

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
図

書
館
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4令和２年10月

特 集 図書館へようこそ

蔵
書
数
が
５
万
冊
以
上
に

開
館
時
間
が
長
く
な
り
ま
し
た

耐久高校の生徒さん

コンセントは２階に28個口、３階に22個口

ＹＡコーナーの図書

旧
図
書
館
の
約
1.4
倍
の
蔵
書
数

に
な
り
ま
す
。
蔵
書
数
の
増
加
に
よ

り
、絵
本
や
専
門
書
が
充
実
い
た
し

ま
し
た
。郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

湯
浅
の
歴
史
や
文
化
が
わ
か
る
専
門

書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯
浅
の

玄
関
口
で
あ
る
駅
を
利
用
す
る
観
光

客
の
方
が
、こ
こ
で
湯
浅
の
歴
史
・
文

化
に
触
れ
、伝
建
地
区
な
ど
へ
行
き

さ
ら
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も

向
け
の
絵
本
も
充
実
し
、靴
を
脱
い

で
お
子
様
と
一
緒
に
絵
本
が
読
め
る
ス

ペ
ー
ス
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、今
回
新
た
に
「
Ｙ
Ａ
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
置
し
ま
し
た
。
中
高
生

は
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
図
書
館
の

利
用
頻
度
は
高
い
の
で
す
が
、本
の

貸
出
は
少
な
く
、そ
ん
な
中
高
生
に

も
図
書
館
に
来
て
い
る
か
ら
に
は
本

を
借
り
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｙ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

開
館
時
間
が
９
時
〜
21
時
に
な

り
、休
館
日
も
年
末
年
始
と
蔵
書
点

検
日（
月
末
の
金
曜
日
）
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。
朝
か
ら
夜
ま
で
自
分
の

好
き
な
だ
け
、本
を
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
館
内
に

あ
り
ま
す
の
で
、ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
、秋
の
夜
長
を
新
し
い
図

書
館
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
内
で
も
カ
フ
ェ
か
ら
飲
み

物
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
蓋
付
カ
ッ
プ
の
み
）

２
階
３
階
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
が
備
え
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

１
階
階
段
横
の「
返
却
ポ
ス
ト
」へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ポ
ス
ト
は
奥
の
方
ま
で
図
書
を
押

し
込
ん
で
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、今
回
新
た
に
「
Ｙ
Ａ
コ
ー

「ＹＡ」ってナニ？？？

「ＹＡ」とはＹｏｕｎｇ　Ａｄｕｌｔ（ヤングアダルト）の
略で「大人でも子供でもない」10代のことです。
児童書では物足りない。一般書は難しい。そ
んな狭間の世代向けの「趣味の本」「文学
書」「ライトノベル」を置いたコーナーを「ＹＡコ
ーナー」といいます。
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図
書
館
職
員
（
司
書
含
め
）が
総

勢
で
10
名
に
な
り
、利
用
者
の
み
な

さ
ん
を
強
力
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
自
動
貸
出
機
や
本
の
消
毒
機

な
ど
今
ま
で
に
な
い
設
備
等
も
あ
り

ま
す
。お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。ま

た
、調
べ
物
の
相
談
な
ど
で
も

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

図
書
館
職
員
（
司
書
含
め
）が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、現
在
行
っ
て
い
る

読
み
聞
か
せ
会
な
ど
従
来
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、え
き
蔵
の
施
設
を
利
用

し
た
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
際

は
、町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
て
考
え
て
参
り
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

広
報
等
で
告
知
い
た
し
ま
す
。

湯
浅
え
き
蔵
３
階
に
て
開
催
し
ま

す
。
古
い
本
と
雑
誌
を
無
料
で
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
31
日
㊏

　
　
　

11
月
１
日
㊐

図
書
館
員
の
強
力
サ
ポ
ー
ト

図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

図
書
館
に
置
い
て
い
る
本
の
背
表

紙
に
貼
っ
て
い
る
シ
ー
ル
に
は
謎
の
数

字
と
カ
タ
カ
ナ
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、た
く
さ

ん
あ
る
本
の
分
類
が
記
載
さ
れ
い
て

い
る
も
の
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、図
書

館
に
来
て
本
を
見
た
と
き
に
見
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
分
類
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
あ
な

た
も
図
書
館
職
員
に
な
れ
る
カ
モ
!?

図
書
館
豆
知
識

本
に
貼
っ
て
い
る
ア
レ
の
正
体①Ｆ…………分類（Ｆは小説、Ｙはヤングアダルト、Eは絵本 など）

②イケ………作者名の頭文字2文字（池井戸潤イケイドジュンのイケ）
③一番下の段は「１・２・３」などの数字が入り上・中・下巻の意味

①
②
③

自動貸出機 本の消毒機

6令和２年10月

来て
みて！図書館 ■開 館 時 間：9：00～21：00

■休　館　日：毎月月末の金曜日、年末年始

■お 問 合 せ：湯浅町立図書館　☎62‒2280

利用案内

新
着
図
書
の
ご
案
内

一 般 書 児 童 書般 書
『オダカマサキダンボールアートワークス』　オダカマサキ／新紀元社
　ダンボールの限界を超える造形を追求す
るダンボールアーティスト・オダカマサキ
の作品を掲載。段ボールの基本、愛用の道
具、技法を紹介し、ライオンの顔、マツボッ
クリ、手乗りドラゴン等の作り方＆型紙も
収録する。

『都道府県別ご当地ソング大百科』　合田道人／全音楽譜出版社
大自然の歌が好きな北海道民、流行に敏

感な神奈川県民…。都道府県別のご当地ソ
ングを、県民性なども加味しながら、ラン
キング形式で紹介。全国の音楽にまつわる
名所や都道府県データ、主な方言なども掲
載する。

児 童 書
『ねぐせのしくみ』　ヨシタケシンスケ／ブロンズ新社
　寝ているあいだに、何が起きてる？も
しかして「あのひとたち」におなかを丸
だしにされたり、いろんなねぐせを試さ
れたりしているのかも…。「あのひとた
ち」のしわざを想像した、世界が愉快にみえてくる絵本。
（対象：０～５歳）

『消えた落とし物箱』　西村友里／学研プラス
　校長先生から借りた大事な本が、クラス
の落とし物箱ごと見つからない！勝手に消
えたり現れたり、入れたものがきれいになっ
たりする不思議な落とし物箱の謎を、チー
ムワークゼロの５人が追う。
（対象：小学３～４年生）

『私は真実が知りたい』　赤木雅子／文藝春秋
『生きる！』　嵐山光三郎／新講社
『万葉の打毬』　熊木敏郎／雄山閣
『お父さんはユーチューバー』　浜口倫太郎／双葉社　など

『おむすびころりんはっけよい！』　ひろかわさえこ／偕成社
『かしたつもり×もらったつもり』　北村裕花／くもん出版
『なぞにせまれ！世界の恐竜 １』　汐文社
『じりじりの移動図書館』　廣嶋玲子 ほか／講談社　など

10/３日㊏、湯浅えき蔵２階にオープンします！　貸出上限冊数は「おひとり10冊まで」になりました。ご利用をお待ちしております。

名称 使用料（１時間） 使用可能時間

会議室 各500円（消費税別） 9：00～21：00

地域交流センター 1,500円（消費税別） 9：00～21：00

割増料金およびその他貸出条件
1湯浅町民以外の者が使用する場合、使用料
に当該金額の２割の額を加算する。

2営利を目的として使用する場合、使用料
に当該金額の５割の額を加算する。

3土、日、祝日に使用する場合、使用料に
当該金額の２割の額を加算する。

4午後６時以降に使用する場合、使用料に
当該金額の２割の額を加算する。

5冷暖房を使用する場合、使用料に当該金
額の３割の額を加算する。

6会議室①～③と地域交流センターの放送
設備を使用する場合は１回あたり500円
を加算する。

7会議室①～③をまとめて使用する場合の
使用料は1,000円とする。

8準備及び撤収を含めた時間を使用時間と
し、冷暖房の使用についても使用時間内
とする。

旧図書館のこれまでのご利用ありがと
うございました。２階の貸し館につい
ては、これまで通り行います。
１階部分については、ふるさと納税推
進課が本庁より移転し、業務を行う
予定となっております。（時期未定）

●湯浅えき蔵３階　貸しスペースをご利用ください。

135席のホールにな
っており、中規模な
講演会やセミナーが
行えます。ピアノも
設置しており、小さ
な演奏会もできます。

間仕切って３部屋に
分けて利用すること
ができます。グルー
プでの会議や、小規
模なセミナーなどが
行えます。

地域交流センター 会議室１・２・３

特 集 図書館へようこそ
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